
































































































































































とIEHK（Interagency Emergency Health Kit）を担当しており、必要時看護師が薬
剤師に払い出しを依頼していた。5班途中より看護師が診療所内で一括管理すること
になり、それまで使用されていなかったIEHKの物品を把握することで限られた資源
を有効利用することが出来た。薬品管理は薬剤師指導の下、看護師が診療所内の調剤・
在庫管理を行った。一部薬の在庫量が少なくなった際は、チーム内の医師と相談し
処方日数の調整や定数薬品内の別の薬を使用するという対応をとった。発注や新規
採用薬剤の提案は薬剤師が引き続き担当した。
【考察】今回、一時的ではあるが薬剤師不在時に看護師がメドログ業務を補完した。
医療品の扱いは、使用目的を理解しているのに加え現場で創傷処置を行い必要物品
や消費量を把握している看護師ならではの利点を感じた。一方で、薬剤の専門知識
が必要とされる業務を看護師のみで行うことは難しいが、例えば今回のように医師
と共同して対応したり、薬剤師からメール等の遠隔支援を受けつつ活動することも
可能かと考える。また、その他発注等の多岐にわたるメドログ業務に関しては、看
護師は通常業務で関わる機会が限られているため積極的に研修へ参加し理解を深め
る必要がある。
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